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レオナード・ホース洗浄ユニット 

ＴＸＵ/ＴＸＳＵ－320 用 
※ＨＳＵ（ホースステーション）付共用 

メンテナンス ガイド 
ご使用中のユニットのメンテナンスについて、症状別にメンテナス方法をご案内致します。 

メ ン テ ナ ン ス に つ き ま し て 、 十 分 安 全 に 配 慮 し 行 っ て 下 さ い 。 

ま た 、 下 記 の 点 は 特 に 注 意 し て 作 業 を 行 っ て 下 さ い 。 

ユニット用メンテナンスバルブを閉にして下さい。 

ユニット内の残圧が残っていないか確認して下さい。 

  配管が高温になっている場合がありますので、ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※サンプル図は「ＴＸＳＵ」型の物です。 

⑧ ボール弁 

⑦ ホースニップル 

⑥ 温度計 

⑤ ストレーナー 

④ 逆止弁 

③ タンデムボール弁 

② タンデムレバー 

① ＲＡＤＡ ３２０ ＣＦ 

符号 名称 

F
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内部部品構造 

 

 

ホース洗浄用ユニット「ＴＸＵ-３２０」シリーズは、ミキシングバルブ内部の「カートリッジ」

を交換することにより初期の性能を回復することができます。 
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日常点検 

 

 

 定期点検事項 対処 

① 
給湯圧力・給水圧力の確認 

☆定期的に点検をして下さい 

ご使用条件から外れている場合は、調整してください。 

② 

ストレーナーにゴミ等で 

スクリーンに目詰がないか？ 

 

 

 

 

 

☆定期的に点検をして下さい 

プラグを外し、中のスクリーンを清掃又は交換してください。 

 

 

目次 

 

 手順１・・・カートリッジアッセンブリー交換方法。 

 手順２・・・最高温度設定方法。 

 手順３・・・逆止弁作動確認の方法・交換方法。 

 手順４・・・タンデムボールバルブ交換方法。 

 手順５・・・タンデムボールバルブメンテナンス方法。 
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故障診断 

 

 
 症状別項目 メンテナンス内容 参照手順 

① 
温調ノブ部分から漏れがある。 ・カートリッジの交換が必要です。 手順 1・2 

（Ｐ5～Ｐ8） 

② 温調ノブが動かない。 
・カートリッジの交換が必要です。 手順 1・2 

（Ｐ5～Ｐ8） 

③ 希望の温水温度が得られない。 

・ストレーナーのつまりの確認をして下さい。 

・供給条件を確認して下さい。 

・最高温度の再設定をして下さい。 

・内部部品固着又は劣化の可能性があります。 

カートリッジを交換して下さい。 

手順 1・2 

（Ｐ5～Ｐ8） ④ 希望の温水量が得られない。 

・ストレーナーのつまりの確認をして下さい。 

・供給条件を確認して下さい。 

・内部部品固着又は劣化の可能性があります、 

カートリッジを交換して下さい。 

⑤ 

温調ノブを右、左に動かして、

温水温度を変えることが 

出来ない。 

・ストレーナーのつまりの確認をして下さい。 

・供給条件を確認して下さい。 

・内部部品固着又は劣化の可能性があります。 

カートリッジを交換して下さい。 

⑥ 

給水側の配管が熱くなったり。 

給湯側の配管が冷たく 

なっている。 

・逆止弁の逆流の可能性があります。 

手順 3 

（Ｐ9） 

⑦ 適温になるのに時間がかかる。 ・逆止弁の逆流の可能性があります。 

⑧ 
タンデムレバーを閉めているのに 

温水出口から水又は湯が出る。 

・タンデムボールバルブの漏れの可能性があり 

ます。 

手順 4 

（Ｐ11・Ｐ12） 

⑨ 
タンデムボルバルブスピンドル付

近からの漏れ。 

・タンデムボールバルブのスピンドルナットの緩

み、パッキンの劣化の可能性があります。 

手順 5 

（Ｐ13） 

⑩ 温度計が正しい温度を示さない。 ・温度計を交換して下さい 
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手順 １ 

 

 
・カートリッジの交換方法 

① 温調ノブ中央にある「温調ノブ固定ネジ」を付属の６角レンチ（対面３ｍｍ）で外し、温調ノ 

ブを取り外して下さい・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「温度指示リング」と「ボディー」の隙間にマイナスドライバーなどをさし込み、差し込み式 

の温度表示リング」を取り外して下さい。 
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③ カートリッジ固定ネジ（６本）を取り外し、カートリッジとボディーの隙間にマイナス 

  ドライバーなどをさし込みカートリッジを手前に引き抜いて下さい。 

 ※ボディー内部の汚れを柔らかな布で取り除いて下さい。 

   

 

 

 

 

 

 

 

④ 新しいカートリッジのＯリングにシリコングリス適量塗布しカートリッジの左右にある 

  Ｈ（給湯側）・Ｃ（給水側）表示マークを確認し間違わないようにボデー側にある溝と 

カートリッジ側にあるガイドにはまるようにカートリッジをゆっくりさし込んで下さい。 
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⑤ カートリッジ固定ネジ（６本）を均等に締めて、温度表示リングの差込み位置を確認し 

  取付けてください。（温度表示リング内側にボディーセット用ガイドがあります） 
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手順 ２ 

 
 

・最高温度設定方法 

（内部部品交換後の温度設定時） 

※間違って温調ハンドルを高温側に操作しても高温が出ることがない温度です、 

通常運転の設定温度ではありません。 

 

① 運転を開始する前にカートリッジのスピンドルを時計方向（低温側）にいっぱい回して 

下さい。 

  メンテナンスバルブと温水出口を開け運転を開始して下さい。 

  ミキシングバルブの出口の温度計を確認しながら「最高出湯温度」が得られるまでゆっくりと

反時計方向に操作しカートリッジのストッパー（下記図中の矢印）とハブのスットッパー（下

記図中の矢印）が左いっぱい（高温側）当たる位置で「温調ノブ」をセット温調固定ビスで取

付けて下さい。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  セット後温水を出しながら「温調ノブ」を操作し正常に温度調整ができるか確認して下さい。 

 ※温度調整ができない場合は、カートリッジの給湯・給水の取付け方向が間違っていないか確認

して下さい。 

 

 

凸凹 2か所がはまりす 
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手順 ３ 

 
  ・逆止弁の逆流確認方法。 

①給湯・給水のメンテナンスバルブを「閉」タンデムレバ 

ーを持ち上げタンデムボールバルブを「開」温水出口を 

「開」にしユニット内の残圧を取り除いて下さい。 

 

②ストレーナーのキャップを片側のみ外して下さい。 

 

③温水出口のバルブを閉じて下さい。 

 

④外したキャップの反対側のメンテナンスバルブを少し 

ずつ開けてください。 

 

⑤全開にしても外したストレーナーから漏れ出さなけれ 

ば、逆止弁機能は正常です。 

漏れた場合新しい物と交換が必要です。 

   

 

・逆止弁の交換方法。 

 

①メンテンンスバルブを「閉」にし、タンデムボールバル 

ブを「開」温水出口「開」にしてユニット内の残圧を取 

り除いて下さい。 

 

②タンデムレバーのハンドル・タンデムレバーを取り外し 

て下さい。 

 

 

③タンデムボールバルブ部の「ユニオン」を外して下さ 

い。 
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④ミキシングバルブに２か所のセットビスを３ミリの 

六角レンチで緩めた後、ユニットを手前に引き寄せ、 

作業台に下して下さい。 

そして、新しい逆止弁と交換して下さい。 

※その時、逆止弁の流れ方向に注意して下さい。 

 

⑤タンデムボールバルブを取付ける際は、給湯側・給水 

側双方の高さ・向きに注意し取付けて下さい。 

※左右の高さが同じ位置になり、向い合せのステムが 

１直線に向かい合う様に取付け下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この時ユニオンパッキンを新しい物と交換して下さい。 
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手順 ４ 
・タンデムボールバルブ交換方法 

  

 

   ①タンデムボールバルブのユニオンを外して下さい。 

   ②レバー用ハンドル・タンデムレバーを取り外して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

③ミキシングバルブに２か所のセットビスを３ミリの六角レンチで緩めた後、ユニットを手 

前に引き寄せ、作業台に下して下さい。 
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④タンデムボールバルブをＬ型継手から外に 

して下さい。 

Ｌ型継手にシールテープを適量巻き付け、新 

しいタンデムボールバルブのスピンドルの 

高さが左右同じ位置になるように取付けて 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤同じ高さにねじ込んだあと真上から左右タ 

 ンデムボールバルブのスピンドルが真っ直 

ぐに向い合せになる様に調整して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥タンデムレバー・レバーハンドルを取り付け、何度が開閉し正常に開閉できるか確認して下さい。 

 

⑦ユニットのバックプレートを固定し、タンデムボールバルブのユニオンを取付けて下さい。 

この時、ユニオンパッキンは新しい物と交換して下さい。 
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手順 ５ 
 

・タンデムボール弁 

タンデムボール弁（以下ボール弁）のステム部分から漏れ始めましたら、ボンネットナットを漏れが止まるまで増し

締めして下さい。 

この時、必要以上に締めすぎないよう注意して下さい。 

多くの場合は止まりますが、もし増し締めしても止まらない、もしくは締め込みシロがなくなった場合は、次の方法で

ステムパッキンを交換して下さい。 

 

手順 

●給湯、給水の元バルブを閉じて下さい。 

●ハンドルナットを緩め、タンデムレバーの

ハンドルを外して下さい。 

●ボンネットナット⑥を外して下さい。 

●ステム⑤を引き抜いて下さい。この際、タ

ンデムレバーをもう一度ステムに差し込み、

レバーナットで仮締めし、これを持って引き抜

くと簡単に作業できます。 

●パッキン類を全て交換して下さい。 

尚、ステムに損傷がなければ、ステムパッキ

ン⑨とカラー⑧の交換で十分です。ステムに

損傷がある場合はステム⑤、ステムパッキン

⑨とカラー⑧を交換して下さい。 

●元のようにステムをボディー①に挿入して

下さい。 

この際、ステム先端の突起が、ボールのハメ

アイ部にはまるようにして下さい。 

ステムを回転させ、ボールがうまく回転して

いるかどうかチェックして下さい。 

●ボンネットナット⑥を締め、タンデムレバー

を元のように組み立てて下さい。 

●ボール弁を閉じても蒸気あるいは水が完

全に止まらない場合は、ボール弁を新替して

下さい。 

 

 

 

 

 

No 部 品 名 No 部 品 名 

①  ボディー ⑨ ステムパッキン 

②  エンドプラグ ⑩ ハンドルナットワッシャ 

③  ボール ⑪ ユニオンパッキン 

④  シート ⑫ ニップル 

⑤  ステム ⑬ ハンドルワッシャ 

⑥  ボンネットナット ⑭ エンドプラグ”O”リング 

⑦  ハンドルナット ⑮ スラストワッシャ 

⑧  カラー   

⑮ 
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